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月号
5

４
月
17
日
、「
お
い
ら
ん
道
中
ｉ
ｎ
桜
祭
り
」
が

羽
茂
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
の
桜
並
木
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

羽
茂
太
夫
、
桜
太
夫
、
五
社
太
夫
の
３
人
の
お
い
ら
ん
は

高
下
駄
で
「
外
八
文
字
」
と
い
う
独
特
の
歩
き
方
を
披
露
。

あ
で
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
大
勢
の
行
列
を
引
き
連
れ
て
練
り
歩
き
ま
し
た
。

詰
め
か
け
た
観
客
は
華
や
か
な
時
代
絵
巻
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

華
や
か
に
美
し
く



市
で
は
被
災
者
等
支
援
本
部
を
設
置
し
避
難
さ

れ
た
方
々
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
こ
の
震
災
に
よ
る
被
災
者
や
、

避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
市
内
の
ホ

テ
ル
や
旅
館
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
３

月
23
日
〜
４
月
30
日
の
間
、
市
が
１
泊
３
食

付
き
の
宿
泊
料
の
全
額
を
補
て
ん
し
て
、
避

難
さ
れ
る
方
々
を
無
償
で
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
避
難
者
が
佐
渡
汽
船
を
利
用
す
る

際
も
、
市
と
佐
渡
汽
船
が
車
の
航
送
料
を
含

め
た
運
賃
全
額
無
料
や
、
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
市
内
路
線
バ
ス
運
賃
無
料
、
市
内
温

泉
施
設
の
入
浴
料
無
料
の
ほ
か
、
公
共
施
設

の
使
用
料
無
料
な
ど
の
独
自
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
震
災
復
興
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と

か
ら
、
従
来
の
避
難
者
支
援
の
延
長
を
含

め
、
避
難
者
の
皆
さ
ん
の
住
ま
い
と
し
て
公

営
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
、
空
き
家
等
の
提
供
を

行
い
、
さ
ら
に
生

活
支
援
や
就
労
支

援
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
就
学
支
援
な

ど
、
で
き
る
だ
け

の
支
援
と
協
力
を

引
き
続
き
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
渡
市

消
防
本
部
で
は
、

緊
急
消
防
援
助
隊

（
新
潟
県
隊
）
に
参
加
し
、
被
災
地
で
人
命

捜
索
や
救
急
活
動
、
火
災
警
戒
な
ど
活
動
し

て
い
ま
す
。

佐
渡
か
ら
元
気
と
復
興
へ
の
勇
気
を

送
り
ま
し
ょ
う

　
地
震
発
生
以
来
、
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
や
旅

行
等
の
自
粛
が
広
が
っ
て
お
り
、
島
内
で

は
、
基
幹
産
業
の
観
光
業
や
商
工
業
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
配
慮
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
佐
渡
の
経
済
活
動
が
停
滞
す
る

こ
と
は
被
災
地
を
支
え
る
一
地
域
と
し
て
も

元
気
が
な
く
な
り
、
決
し
て
良
い
状
況
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
過
度
な
自
粛
は
避
け
、
通
常

通
り
の
経
済
活
動
や
生
活
の
中
で
、
被
災
地

を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

佐渡市内避難者受入れ状況
　　　　　　　（4／18現在）

ホテル・旅館等滞在者　168人

親戚・知人宅等滞在者　  48人

　　　　　計　　　　　216人

4月13日、（社）佐渡観光協会と佐渡連合

商工会から過度の自粛を払拭するための

要望書が提出されました。

避難者への聞き取り

カンゾウの定植作業に、避難者の方々が

参加しました（4／17、大野亀台地）

両津港での避難者受付 東日本大震災被災者等

支援本部

東日本大震災被災者等

支援本部会議

被害を受けた女川町（宮城県）

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
１
日
で
も
早
い
復
興
を
応
援
し
て
い
ま
す
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日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震
大
国
。
地

震
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
備

え
や
心
が
け
で
、
も
し
も
の
と
き
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
か
ら
災
害
の
備
え
、
情
報
を
収
集
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
！

　
あ
わ
て
ず
、
騒
が
ず
、
落
ち
着
い
て

①
ま
ず
わ
が
身
の
安
全
を
！

座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な

テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に
隠
れ
る
。
家
具
の

転
倒
に
も
注
意
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
！

調
理
器
具
や
暖
房
器
具
の
火
を
確
実
に
消

す
。
揺
れ
が
ひ
ど
い
と
き
に
は
、
や
け
ど

の
危
険
も
あ
る
の
で
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
。
ガ
ス
は
元
栓
を
閉
め
、
電
気
は
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

③
脱
出
口
の
確
保
を
！

揺
れ
の
合
間
を
み
て
ド
ア
や
窓
を
開
け
、

逃
げ
道
を
作
る
。

④
あ
わ
て
た
行
動
は
け
が
の
も
と
！

屋
内
で
転
倒
・
落
下
し
た
家
具
類
や
ガ
ラ

ス
の
破
片
な
ど
に
注
意
す
る
。

⑤
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に
！

　
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
に
注
意
。

⑥
狭
い
路
地
や
川
べ
り
に
は
近
づ
か
な
い
！

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な
ど
が
倒
れ

る
危
険
が
あ
る
の
で
要
注
意
。
広
い
空
き

地
や
広
場
に
避
難
す
る
。

⑦
山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
・
津
波
に
注
意
！

住
ん
で
い
る
場
所
の
状
況
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
。
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

避
難
を
。

⑧
持
ち
物
は
最
小
限
に
。
歩
い
て
避
難
！

活
動
し
や
す
い
服
装
で
歩
い
て
避
難
。
荷

物
は
背
負
っ
て
手
が
使
え
る
よ
う
に
し
て

お
く
。

⑨
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
応
急
救
護
！

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
気
を
配

り
、
で
き
る
か
ぎ
り
助
け
合
う
。

⑩
正
確
な
情
報
で
、
冷
静
な
行
動
を
！

う
わ
さ
や
デ
マ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ

う
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
正
し
い
情
報

を
。

わ
が
家
の
安
全
を
確
認
後
、
近
隣
の
安
否
も

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
に
備
え
て

家
族
で
災
害
に
つ
い
て
話
し
合
お
う

　
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
と
き
、
家
族

が
あ
わ
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
・
・
・

・
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担
を
決
め
て
お
く

・
家
屋
の
危
険
な
箇
所
を
確
認
し
て
お
く

・
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
を
確
認
す
る

・
非
常
持
ち
出
し
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く

な
ど

地
震
か
ら
身
を
守
る

　地震が起きたとき、地震の大きさや被害の程

度は「震度」や「マグニチュード」で表示されま

す。「マグニチュード」は、地震そのものの大きさ

（規模）を表し、「震度」はわたしたちが生活して

いる場所での揺れの強さのことを表します。

自分の意志で行動できない。ほとん

どの家具が移動し、飛ぶ物もある。

耐震性の高い住宅でも、傾いたり大

きく破損したりする。

立っていられず、はわないと動けな

い。固定していない家具はほとんど

移動、転倒する。

立っていることが困難。壁のタイル

や窓ガラスが破損、落下する。

タンスなどの重い家具や自動販売機が

倒れる。自動車の運転が困難になる。

食器や本が落ちる。窓ガラスが割れ

たり、電柱が揺れたりする。

歩行中に揺れを感じる。不安定な置物

が倒れる。電線が大きく揺れる。

屋内にいるほとんどの人が揺れを感

じ、棚の食器が音を立てることがあ

る。

屋内にいる多くの人が揺れを感じる。

屋内にいる人の一部がわずかな揺れ

を感じる。

人は揺れを感じない。

震度７

震度６強

震度６弱

震度５強

震度５弱

震度４

震度３

震度２

震度１

震度０

　急ブレーキは事故の原因になります。徐々に

スピードを落とし、道路の左側に停車し、エンジ

ンを止め、ラジオで状

況を確認しましょう。

避難するときはキーを

つけたままにし、ドア

をロックしないで避難

しましょう。

車の運転中に地震が！
　こんなときどうするの？　

受付期間　9月30日（金）まで

①募金箱　市役所本庁舎１階の市民相談室、社会福祉課窓口のほか、

　各支所・行政サービスセンター窓口にあります。

②義援金受付口座

　金融機関　郵便局・ゆうちょ銀行　口座記号番号　00140－8－507

　口座加入者名　日本赤十字社　東北関東大震災義援金

　※郵便局窓口での振替は手数料が免除されます。

お問い合わせ　市役所社会福祉課　☎63－5113

★多くの皆さまから、温かいお気持ちをお寄せいただきました。

　佐渡市内でお預かりしました義援金759万40円（4月8日現在）を

　日本赤十字社新潟県支部へ送金しました。

市では日本赤十字社と連携し、義援金を受け付けています

地震の揺れと想定される被害
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今
大
会
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
東

日
本
大
震
災
を
受
け
、
「
が
ん
ば
ろ
う
！
日

本
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
。
開
会
式
で

は
、
震
災
犠
牲
者
に
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
佐
渡
高
校
は
、
大
会
４
日
目
の
３
月
26

日
、
春
夏
合
わ
せ
て
３
回
優
勝
経
験
の
あ
る

智
辯
和
歌
山
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
３
塁
側
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く

し
た
大
応
援
団
は
、
色
違
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
て
佐
渡
の
形
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
選

手
を
後
押
し
。

　
試
合
は
、
０
対
２
で
迎
え
た
４
回
に
連
打

で
１
点
を
奪
う
な
ど
、
中
盤
ま
で
互
角
の
接

戦
で
し
た
が
、
６
回
以
降
に
引
き
離
さ
れ
、

初
勝
利
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
島
育
ち
の
選
手
た
ち
が
強
豪
を
相
手
に
、

ひ
る
ま
ず
真
っ
向
か
ら
挑
む
姿
は
、
島
民
を

は
じ
め
多
く
の
人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た

は
ず
で
す
。
懸
命
な
プ
レ
ー
に
、
佐
渡
が
ひ

と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
甲
子
園
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ

っ
た
と
部
員
全
員
が
感
じ
、
自
信
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
夏
に
も
う
一
度
」

と
佐
高
ナ
イ
ン
の
瞳
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
ま
で
全
力
疾
走
　
佐
渡
高
校 

甲
子
園
で
の
戦
い

初
出
場
・
初
得
点
　
智
辯
和
歌
山
に
１
対
８

　
第
83
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
が
３
月
23
日
に
阪
神
甲
子
園
球
場
（
兵
庫
県
）
で
開
幕

し
、
佐
渡
高
校
が
21
世
紀
枠
で
出
場
。
「
佐
渡
か
ら
甲
子
園
」
を
胸
に
努
力
を
重
ね
て

き
た
佐
高
ナ
イ
ン
が
つ
い
に
あ
こ
が
れ
の
大
舞
台
に
立
ち
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

全
力
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

人文字で佐渡の形を表したアルプススタンド　

島内では大画面による試合の生中継。大声援が送られた。

勝利の願いが込め
られた千羽トキ
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両
津
地
区
・
相
川
地
区
・
国
中
地
区
に
適

用
さ
れ
て
い
る
水
道
料
金
を
値
上
げ
し
、
そ

の
料
金
を
小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
地
区
に
も
適

用
さ
せ
ま
す
。
改
定
後
は
佐
渡
市
の
約
95
％

が
同
じ
料
金
に
な
り
ま
す
。

両
津
・
相
川
・
佐
和
田
・
金
井
・

新
穂
・
畑
野
・
真
野
地
区

　
　
両
津
・
相
川
地
区
の
一
部
の
簡
易
水
道

を
除
い
て
、
す
で
に
口
径
別
料
金
（
メ
ー

タ
ー
口
径
に
よ
り
料
金
が
異
な
る
）
に
統

一
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
定
後
は
、
全
て
の

方
が
月
３
０
０
円
ず
つ
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。

小
木
・
羽
茂
・
赤
泊
地
区

　
　
現
在
は
用
途
別
料
金
（
使
用
目
的
に
よ

り
料
金
が
異
な
る
）
で
す
が
、
改
定
後
は

口
径
別
料
金
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
料
金
体

系
が
変
更
さ
れ
る
た
め
、
値
上
げ
に
な
る

方
と
値
下
げ
に
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
　
メ
ー
タ
ー
口
径
と
使
用
水
量
に
よ
っ
て

は
、
大
幅
な
値
上
げ
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
佐
渡
市
の
水
道
料
金
を
統
一
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

改
定
後
の
水
道
料
金

（
一
般
家
庭
の
メ
ー
タ
ー
口
径
13
㎜
の
場
合
）

　
○
基
本
料
金（
10
㎥
ま
で
）１
，
８
０
０
円

　
○
水
量
料
金（
11
㎥
か
ら
）２
４
８
円
／
㎥

　
【
料
金
の
目
安
（
税
込
）
】

　
・
10
㎥ 

･
･
･
１
，
８
０
０
円
　
　

　
・
15
㎥ 

･
･
･
３
，
０
４
０
円
　
　

　
・
20
㎥ 

･
･
･
４
，
２
８
０
円

　
・
30
㎥ 

･
･
･
６
，
７
６
０
円
　
　

　
・
40
㎥ 

･
･
･
９
，
２
４
０
円
　
　

　
・
50
㎥ 

･
･
･
１
万
１
，
７
２
０
円

※
こ
れ
は
水
道
だ
け
の
料
金
で
あ
り
、
下
水

道
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
料
金
に
な
り
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
上
下
水
道
課

（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
55
―
３
１
７
３

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
平
成
23
年
６

月
１
日
に
完
全
義
務
化
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
設
置
し
て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及

促
進
の
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
月
上
旬

頃
、
対
象
世
帯
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
申
請
書
兼
助

成
券
（
表
面
）
」
「
住
宅
用
火
災
警
報
器

助
成
申
請
書
（
裏
面
）
」
（
以
下
「
助
成

券
等
」
と
表
記
し
ま
す
。
）
が
郵
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
　

　
な
お
、
助
成
券
等
の
利
用
期
限
は
平
成

23
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
警
報
器
購
入
の
助
成
を
受
け
る
際
は
、

助
成
券
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
、
購
入
業
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

市
役
所
、
消
防
署
で
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
助
成
券
等
は
紛
失
し
た
場

合
、
再
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
51
―
０
１
２
３

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署

平
成
23
年
10
月
分
（
９
月
使
用
分
）
か
ら

　
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

も
う
利
用
し
ま
し
た
か
？

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
助
成
券

住
宅
用
火
災
警
報
器
　
普
及
促
進
事
業
実
施
中
！

　  助成申請書（裏面）

（助成券が優先されます）

１個につき4000円まで

警報器を最大２個まで

○非課税世帯

○障がい者の方がいる世帯

○65歳以上の方がいる世帯

のいずれかに該当する世帯

　　　助成券（表面）

3000円まで

警報器１個 または 消火器１本

郵送された全ての世帯

※佐渡市のマークが付いているほうが助成券（表面）です。

助 成 額

購入できる数

利 用 条 件
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「
美
し
い
島
佐
渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
」
で
は
、
市
民
、
市
民
団
体
、
学

校
お
よ
び
事
業
者
が
自
主
的
に
取
り
組
む
活

動
を
た
た
え
、
環
境
意
識
の
向
上
や
環
境
保

全
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
佐

渡
環
境
賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

応
募
資
格

 
 

市
内
で
活
動
す
る
市
民
、
市
民
団
体
、
学

校
お
よ
び
事
業
者
、
自
薦
他
薦
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
応
募
ま
た
は
推
薦
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動

・
自
然
再
生
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置
な
ど

・
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

環
境
に
関
す
る
社
会
貢
献
な
ど

・
河
川
・
湖
沼
な
ど
身
近
な
自
然
に
対
す
る

保
全
活
動

・
環
境
学
習
等
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
に
資

す
る
活
動

・
そ
の
他
の
環
境
保
全
活
動

※
前
記
の
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
幅
広
い
活
動

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
応

募
（
推
薦
）
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
（
推
薦
）
方
法

(1)
　
所
定
の
応
募
（
推
薦
）
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
資
料
（
Ａ
４

版
５
枚
限
度
）
を
添
付
し
て
市
役
所
環
境

対
策
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
送
り
い

た
だ
い
た
書
類
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(2)
　
応
募
用
紙
は
市
役
所
環
境
対
策
課
、
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

募
集
締
切
　

　
６
月
24
日
（
金
）

審
査
結
果
の
通
知
　

　
応
募
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

審
査
・
発
表
・
表
彰
　

　
書
類
審
査
に
よ
り
佐
渡
環
境
大
賞
１
点
、

佐
渡
環
境
賞
２
点
程
度
を
決
定
し
ま
す
。
受

賞
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
副
賞
を
贈
呈
し
ま

す
。

書
類
送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地
　
佐
渡
市
役
所
　

環
境
対
策
課
　
環
境
企
画
係
（
美
し
い
島
佐

渡
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局
）

☎
63
―
３
１
１
３
　
F
A
X
63
―
３
３
０
０

　市では、住宅用太陽光発電設備や電気自動車等の普及を促進

するため、補助制度を設けています。ぜひご利用ください！

※補助金交付決定前に新規登録または設備設置着手した場合は、

　補助金は交付されませんので、ご注意ください。

お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎63-3113

左記の補助対象になっている電気自動車

普通充電設備

急速充電設備

左記の補助対象になっているプラグイン
ハイブリッド自動車

35万円

10万円

10万円

100万円

20万円

8万円

太陽電池最大出力１ｋｗ当たり５万円

定格出力１ｋｗ当たり２万円

補助対象経費の50％に相当する
額以内

電気自動車等

電気自動車等用充電設備

住宅用太陽光発電設備

小規模風力発電設備

補助対象設備 補助金額 補助金額上限

（社）次世代自動車振興センター
のクリーンエネルギー自動車等
導入促進対策費補助金額の50
％に相当する額以内

電気自動車

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

　
佐
渡
環
境
賞
を
募
集 

（
第
3
回
）

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

　
佐
渡
環
境
賞
を
募
集 

（
第
3
回
）

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

　
佐
渡
環
境
賞
を
募
集 

（
第
3
回
）

地球にやさしいエコライフを！
クリーンエネルギー活用事業補助金制度
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緑のカーテンとは　ゴーヤ、アサ
ガオなどのつる性の植物をネットな

どにはわせ、窓から入り込む夏の強

い日差しを遮って、室温の上昇を抑

えてくれる自然のカーテンです。

 緑のカーテン設置による効果　緑のカーテンを設置すると、太陽光を
遮ったり、植物の蒸散作用により室内の温度を下げる効果や、光合成によ

り二酸化炭素を吸収する効果が期待できます。この効果によりエアコンの

使用を控えることで、電気代の節約や二酸化炭素の削減による地球温暖化

の防止につながります。また、光を遮ることで窓以外にも、壁や付近の地

熱の熱まで下げる効果があります。これらからの放射熱の減少も、涼しさ

をもたらす大きな要素です。

 緑のカーテンの作り方　 緑のカーテンの作り方について、チラシを作
成しました。本庁、各支所・行政サービスセンターで入手できます。今年

の夏は緑のカーテン作りに挑戦してみませんか。

お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎63－3113

　
市
で
は
、
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
市
が
委
嘱
し
た
環
境
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
市
民
団
体
や
企
業
が
主
催
す
る
環
境
講
演
会
、
研
修
等
に
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
派
遣
費
用

は
市
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

派
遣
の
手
続
き

　
１
　
主
催
者
は
講
演
内
容
（
日
程
、
テ
ー
マ
、
希
望
講
師
）
が
決
ま
っ
た
ら
、
市
役
所
環
境
対
策

課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
る
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
実
施
１
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
　
市
で
派
遣
申
請
書
を
審
査
し
、
派
遣
の
可
否
を
主
催
者
に
通
知
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
環
境
対
策
課
　
環
境
企
画
係
　
☎
63
―
３
１
１
３

佐渡市環境アドバイザー （敬称略）

新潟県認定エコファーマー、NPO
法人トキどき応援団、佐渡トキの
田んぼを守る会会長
獣医学博士
伝統文化と環境福祉の専門学校講師
NPO法人トキどき応援団、佐渡トキ
の田んぼを守る会
獣医師
新潟大学大学院自然科学研究科准教授
新潟大学教育支援員
新潟大学農学部准教授
新潟大学農学部教授
新潟大学研究推進機構超域学術院助手
環境カウンセラー
新潟大学教育学部教授
不法投棄監視員ネットワーク会長、
佐渡森林・林業教育指導員
不法投棄監視員
NPO法人しまみらい振興機構代表理事
NPO法人トキどき応援団理事長
生椿の自然を守る会会長
NPO法人トキどき応援団事務局長
元佐渡高等学校教諭、日本地質学会員
国指定小佐渡東部鳥獣保護区管理員
国指定小佐渡東部鳥獣保護区管理員
日本自然保護協会自然観察指導員
佐渡市文化財保護審議会委員
ダイビングインストラクター
元新潟大学理学部教授
新潟大学研究推進機構超域学術院准教授
新潟大学研究推進機構超域学術院准教授
新潟大学研究推進機構超域学術院特任准教授

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

氏　名 指導分野所属・資格

自然環境

環境問題

生活環境

環境教育

ト キ

自然観察

齋　藤　真一郎

坂　田　金　正
後　藤　　　唯

佐々木　邦　基

花 田 祐 司
関 島 恒 夫
関 谷 國 男
本　間　航　介
箕　口　秀　夫
金　子　洋　平
十文字　　　修
福　原　晴　夫

安　藤　卓　也

本　間　英　理
井　上　由　香
計　良　武　彦
髙 野 　 毅
仲　川　純　子
神　蔵　勝　明
近　藤　敬　一
土　屋　正　起
中　川　清太郎
北　條　睦　夫
本 間 　 了
石 澤 　 進
永　田　尚　志
西 川 　 潮
大 脇 　 淳

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

今年の夏は
　緑のカーテンで省エネ！
今年の夏は
　緑のカーテンで省エネ！
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無
料
訪
問
歯
科
健
診
の
お
申
込
み

　
ご
自
宅
へ
、
歯
科
医
師
１
名
、
歯
科
衛
生

士
１
名
が
訪
問
し
、
歯
の
健
診
を
し
て
、
良

好
な
お
口
の
状
態
に
す
る
た
め
に
何
が
必
要

な
の
か
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
（
無
料
で

す
）
。

★
次
の
条
件
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
方
が
対
象
で
す
。

（
ア
）
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
状
態
区
分

に
お
け
る
要
介
護
３
・
４
・
５

（
イ
）
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
）
判
定
基
準
（
厚
生
労
働

省
）
に
お
け
る
ラ
ン
ク
Ｂ
・
Ｃ

（
ウ
）
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

判
定
基
準
に
お
け
る
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ｍ

（
エ
）
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
所
持
者

（
オ
）
前
記
（
ア
）
〜
（
エ
）
と
同
程
度
で

あ
る
と
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
長

が
認
め
た
方

※
な
お
、
健
診
の
結
果
、
治
療
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
引
き
続
き

ご
自
宅
で
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
で
す
（
有
料
で
す
。
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
）

※
お
申
し
込
み
の
際
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
歯
科
医
師
会

佐
渡
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

☎
０
８
０
―
２
１
３
１
―
９
１
０
０
　

　
月
〜
金
曜 

９
時
〜
12
時

F
A
X
０
２
５
９
―
７
４
―
０
３
０
０

　
24
時
間
受
付
（
お
返
事
は
翌
日
以
降
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　

h
ttp
://sa

d
o
sh
ik
a
ish
ik
a
i.b
lo
g
6
9
.fc2
.c

o
m
/

E
メ
ー
ル
　

za
ita
k
u
sh
ik
a
iry
o
u
re
n
k
e
ish
itsu
@
d
w

m
a
il.jp

ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　

@
sa
d
o
za
ish
ik
a

「
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
よ
う
だ
が
、
体

が
悪
く
て
と
て
も
歯
医
者
へ
連
れ
て
行

け
な
い
」

「
食
事
の
と
き
、
む
せ
る
。
う
ま
く
食

べ
ら
れ
な
い
。
時
間
が
か
か
る
」

「
口
の
中
が
汚
れ
て
い
る
が
、
ど
う
や
っ

て
掃
除
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

　
在
宅
・
病
院
・
施
設
な
ど
で
、
歯
や
お
口

の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
歯
医
者

さ
ん
へ
は
行
け
な
い
。
そ
う
い
う
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
在
宅
歯
科
医
療
連

携
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
歯
科
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
々
へ
、
歯
科
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
手
配
し
ま
す
。

   

　
訪
問
歯
科
診
療
（
歯
科
往
診
）
の
お
申
込
み

　
歯
や
お
口
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る

が
、
高
齢
や
病
気
、
障
が
い
な
ど
で
歯
医

者
さ
ん
へ
通
う
の
が
困
難
な
方
が
対
象
で

す
。
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
へ
の
ご
相

談
、
お
申
し
込
み
は
無
料
で
す
。
実
際
に

歯
科
医
が
訪
問
し
、
治
療
を
し
た
場
合
、

治
療
費
が
発
生
し
ま
す
が
、
健
康
保
険
が

き
き
ま
す
の
で
安
心
で
す
。
お
申
し
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
後
述
の
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
の
方
の
場
合
、
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん

※
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

（
県
障
）
の
場
合
は
４
回
の
受
診
ま
で

自
己
負
担
５
３
０
円
、
そ
れ
以
降
の
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

患者様
ご家族様
介護者様
看護者様

在宅
歯科医療
連携室

歯科医院
在宅
病院
施設

訪問

お申込

連
絡

よく噛める
会話などの

コミュニケーション向上

身体機能の回復

誤嚥性肺炎の回復
ごえんせい

食事介助の軽減

食事がおいしくなる

口臭の予防

本人のお口の
状態がよくなると
介護の軽減に
つながります。

歯
科
医
院
へ
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
・
・
・

　 
　
そ
ん
な
方
へ
「
訪
問
歯
科
」
の
ご
案
内

8



％
以
内
の
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
、

10
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
同
一
年
に
１
講

座
、
５
年
を
限
度
。

 

○
　
見
本
市
等
出
展
小
間
代
補
助
金

　
開
発
し
た
新
製
品
等
を
積
極
的
に
情
報
発

信
し
、
新
規
成
長
市
場
分
野
の
開
拓
、
同
業
種

お
よ
び
異
業
種
と
の
交
流
の
拡
大
、
消
費
者
情

報
等
の
収
集
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方
で
、
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
方
ま

た
は
物
品
販
売
を
行
う
団
体
。

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
出
展
小
間
料
、
小

間
装
飾
料
、
製
品
運
送
料
、
基
本
工
事
料

お
よ
び
光
熱
水
道
料
と
し
、
一
出
展
に
つ

き
対
象
経
費
の
50
％
以
内
の
額
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）
、
20
万
円
を
限
度
。
た
だ

し
同
一
年
度
に
２
回
ま
で
、
５
年
を
限
度
。

 

○
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
補
助
金

　
企
業
が
求
め
る
優
秀
な
人
材
確
保
を
目
的

に
行
う
学
生
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
を
推
進
し
、
市
内
の
企
業
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

し
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
の
う

ち
、
大
学
（
学
校
に
置
く
大
学
院
含

む
）
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
ま
た

は
専
門
学
校
の
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
し
て
受
け
入
れ
る
事
業
者

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
、
事
業
者
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
に
関
す
る
経
費

負
担
の
う
ち
、
移
動
前
の
出
発
地
か
ら
本

市
ま
で
の
往
路
に
係
る
旅
費
（
10
万
円
程

度
）
、
本
市
に
滞
在
す
る
経
費
（
１
日
に

つ
き
２
千
円
）
。

 

○
　
信
用
保
証
料
補
給
事
業

　
中
小
企
業
者
が
指
定
金
融
機
関
か
ら
新
潟

県
信
用
保
証
協
会
の
債
務
保
証
付
き
で
融
資

を
利
用
す
る
際
に
発
生
す
る
信
用
保
証
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
融
資
お
よ
び
助
成
率
　
佐
渡
市

の
制
度
融
資
（
産
育
・
産
振
）
１
０
０

％
、
そ
の
他
主
な
県
制
度
融
資
・
商
工
貯

蓄
融
資
30
％

※
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
融
資
が
対
象

 

○
　
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金

　
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新
規
開
業
す
る
際

に
、
改
装
費
や
賃
借
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
着
工
前
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

対
象
者
　
市
内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
新

た
に
事
業
を
営
も
う
と
す
る
方
。
た
だ

し
、
１
年
以
上
営
業
を
運
営
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。

※
対
象
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

・
改
装
費
　
開
業
前
に
改
装
す
る
補
助
経
費

の
２
分
の
１
以
内
の
額
（
50
万
円
以
上
の

工
事
を
対
象
と
し
、
限
度
額
は
50
万
円
）

・
賃
借
料
　
賃
借
料
の
２
分
の
１
以
内
の
額

（
限
度
額
は
１
月
あ
た
り
５
万
円
）

★
対
象
業
種
が
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
観
光
商
工
課
　
商
工
振
興
係
・
企
業

誘
致
係
（
第
２
庁
舎
）
☎
63
―
５
１
１
６

 

○
　
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

　
中
小
企
業
者
が
景
気
の
変
動
等
の
理
由
に

よ
り
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
雇

用
す
る
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
さ
せ
た
場
合

に
、
休
業
手
当
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
１
年
以
上
事
業
所
等
を
有

す
る
中
小
企
業
主
で
、
国
の
中
小
企
業
緊

急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
決
定
を
受
け

た
も
の
。

助
成
内
容
　
新
潟
労
働
局
で
決
定
し
た
支
給

決
定
通
知
書
か
ら
算
出
し
た
中
小
企
業
主
が

負
担
す
る
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額
。
（
千

円
未
満
切
捨
て
）
（
対
象
は
、
判
定
基
礎

期
間
の
末
日
が
平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日
）

 

○
　
働
く
資
格
取
得
支
援
事
業

　
市
内
の
中
小
企
業
者
や
失
業
者
の
方
な
ど

が
就
業
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
失
業

な
ど
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て

い
る
方

助
成
内
容
　
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
取

得
し
た
国
家
資
格
や
公
的
資
格
ま
た
は
民

間
資
格
の
取
得
に
係
る
受
講
料
・
受
験

料
・
旅
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

※
た
だ
し
、
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
上
限
と

し
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
。

※
１
事
業
所
５
人
を
上
限
、
１
人
１
回
ま
で
。

 

○
　
国
際
規
格
等
認
証
取
得
補
助
金

　
国
際
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
認
証
取
得
お
よ

び
国
際
規
格
に
加
え
て
要
求
事
項
を
追
加

し
た
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
）
の
認
証
取
得
を

す
る
場
合
に
そ
の
一
部
を
補
助
し
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方

助
成
内
容
　
対
象
経
費
は
申
請
料
、
基
本

料
、
審
査
料
、
審
査
員
旅
費
、
登
録
料

と
し
、
補
助
金
額
は
対
象
経
費
の
50
％

以
内
の
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
と

し
、
50
万
円
を
限
度
。

 

○
　
中
小
企
業
人
材
育
成
補
助
金

　
優
秀
な
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進

し
、
資
質
の
向
上
や
能
力
開
発
・
技
術
力

の
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
方

助
成
内
容

①
　
公
的
機
関
等
が
開
催
す
る
研
修
　

　
対
象
経
費
は
受
講
料
、
旅
費
（
交
通
費
、

宿
泊
費
）
と
し
、
１
人
に
つ
き
対
象
経
費

の
50
％
以
内
の
額
（
千
円
未
満
切
捨

て
）
、
10
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
同
一
年

に
一
事
業
所
５
人
、
５
年
を
限
度
。

②
　
事
業
者
が
講
師
を
依
頼
す
る
研
修
　

　
対
象
経
費
は
講
師
謝
礼
、
講
師
の
旅
費

お
よ
び
会
場
費
と
し
、
対
象
経
費
の
50

商
工
業
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
〜 

平
成
23
年
度
商
工
業
事
業
者
支
援
事
業 

〜 
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「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
が

佐
渡
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　
江
戸
時
代
に
お
け
る
佐
渡
の
鉱
山
の

よ
う
す
を
描
い
た
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」

は
、
国
内
外
で
１
０
０
点
以
上
の
所
在
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
他
の
鉱
山

と
比
べ
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
内
容
に
お

い
て
も
、
金
銀
山
に
お
け
る
採
鉱
・
製

錬
・
小
判
製
造
な
ど
一
連
の
作
業
工
程
が

詳
細
に
描
か
れ
、
ま
た
、
金
銀
山
で
働
く

人
々
の
服
装
や
髪
型
、
建
物
や
町
並
み
な

ど
の
描
写
も
あ
り
、
鉱
山
史
だ
け
で
な
く

近
世
社
会
史
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
と

い
え
ま
す
。

　「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
が
他
の
鉱
山
絵

巻
を
圧
倒
す
る
数
と
内
容
を
誇
っ
て
い
る

こ
と
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
重
要
性
を
示
す

ひ
と
つ
の
大
き
な
根
拠
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
は
、

他
の
鉱
山
の
絵
巻
製
作
に
あ
た
り
手
本
と

な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
「
佐
渡
金
銀
山
絵
巻
」
は
佐
渡
市

内
に
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
最
古
の
「
佐
州
金
銀
山
敷
内
稼
仕
方
之

図
」
（
佐
渡
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
10
件

が
、
平
成
23
年
３
月
１
日
、
佐
渡
市
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

　
こ
の
ほ
か
、
ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募

金
、
17
個
人
・
17
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
志
は
、
ト
キ

保
護
増
殖
お
よ
び
野
生
復
帰
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63
―
３
７
６
１

「佐渡銀山往時之稼行絵巻物」(佐渡市教育委員会所蔵)　　採鉱作業の様子

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
４
月
〜
23
年
３
月
）
ト
キ
保
護

の
た
め
に
総
額
６
２
０
万
５
３
２
４
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

むっさんこネットワーク　様

三国コカ･コーラボトリング株式会社　様

株式会社セイヒョー　様

株式会社イトーヨーカ堂　様

朱鷺写真愛好会事務局　様

佐渡興産有限会社　様

「新潟・佐渡の音風景」実行委員会　
狩野泰一　様

カンゾウの会　様

佐渡KIDS生きもの調査隊　様

コープネット事業連合　様

佐渡汽船運輸株式会社　様

高齢化社会を考える佐和田の会　様

オリエンタル白石株式会社　
朝日橋作業所　様

松井 三生　様

協同組合米ネットワーク新潟　様

中村 三郎　様

寄　　付　　者 ご住所

佐渡市

佐渡市

新潟市

東京都千代田区

富山県黒部市

佐渡市

佐渡市

新潟市

佐渡市

埼玉県
さいたま市

佐渡市

佐渡市

新潟市

佐渡市

新潟市

東京都稲城市

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

78
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